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（ 順 不 同 ）

大 隅

は
、ひ と つ
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◆ 昭 和 6 2 年 　 垂 水 市 市 議 会 議 員 ３ 期 連 続 当 選

◆ 平 成 1 3 年 　 垂 水 市 サ ッ カ ー 連 盟 会 長

◆ 平 成 1 5 年 　 県 議 会 議 員 　 初 当 選

◆ 平 成 2 0 年 　 鹿 児 島 県 　 獣 医 師 会 顧 問
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◆ 平 成 2 3 年 　 水 産 振 興 議 員 連 盟 会 長

◆ 平 成 2 4 年 　 鹿 児 島 県 監 査 委 員

◆ 平 成 2 5 年 　 か ご し ま 農 業 農 村 整 備 「 水 土 里 の 会 」 会 長

◆ 平 成 2 6 年 　 県 議 会 議 会 運 営 委 員 長

◆ 平 成 2 7 年 　 ス ポ ー ツ 振 興 議 員 連 盟 会 長

◆ 平 成 2 7 年 　 運 輸 物 流 促 進 協 議 会 会 長 （ ト ラ ッ ク 協 会 顧 問 ）

◆ 平 成 2 8 年 　 自 民 党 県 議 団 会 長

◆ 平 成 2 8 年 　 宅 地 建 物 調 査 会 会 長 代 行

◆ 平 成 2 9 年 　 鹿 児 島 県 体 育 協 会 理 事

◆ 令 和 ２ 年 　 県 議 会 副 議 長

昭 和 2 8 年 1 月 5 日
垂 水 市 海 潟 生 ま れ

● 三 島 村 行 政 視 察 ●
鹿 児 島 県 議 会 総 務 警 察 委 員 会 行 政 視 察 （ 三 島 村 ）
日 程 ： 令 和 ４ 年 1 1 月 ８ 日 ～ 1 0 日

自 然 が い っ ぱ い の

み し ま に 行 こ う ！

自 然 が い っ ぱ い の

み し ま に 行 こ う ！

青 少 年 の 健 全 育 成 を

！

発 行 元

鹿 児 島　  　  　

県 議 会 議 員
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後 援 会

タ ウ ン メ ー ル
配 達 地 域 指 定

料 金 別 納
  郵 　 便

堀 之 内 よ し ひ ら  県 議 会 報 告 第 3 6 号
（ 令 和 ５ 年 １ 月 号 ）

鹿 屋 市 ・ 垂 水 市 民 の 声 を 県 政 に垂 水 市 民 の 声 を 県 政 に ！
謹 賀 新 年

　 皆 様 方 に と り ま し て 素 晴 ら し い 正 月 を 迎 え られ 、 ご 祝 辞 を 述 べ さ せ て い た だ き ま す 。　 皆 様 の ご 支 援 の も と 、 県 議 会 議 員 と し て 二 十年 間 活 動 す る 場 を い た だ き 、 改 め て 衷 心 よ り 御礼 を 申 し 上 げ ま す 。　 さ て 、 中 国 武 漢 に 発 し た 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス感 染 症 は 三 年 目 に な り ま す が 、 未 だ 終 息 に 兆 しが 見 え ま せ ん 。 感 染 さ れ た 方 々 に は 一 日 も 早 い回 復 を 祈 念 い た し ま す 。　 ま た 、 昨 年 は あ っ て は な ら な い こ と が 続 き まし た 。 二 月 二 十 四 日 、 プ ー チ ン 大 統 領 が ウ ク ライ ナ に 軍 事 侵 攻 し 、 未 だ に 悲 惨 な 戦 争 が 続 い てお り ま す 。 一 日 も 早 く ウ ク ラ イ ナ に 平 和 が お とず れ ま す 事 を 願 い ま す 。　 ま た 、 七 月 八 日 、 元 首 相 安 倍 晋 三 氏 が 参 議 院議 員 選 挙 遊 説 中 に 背 後 か ら 銃 弾 に よ っ て 亡 く なら れ ま し た 。 そ れ に 伴 い 、 旧 統 一 教 会 問 題 が クロ ー ズ ア ッ プ さ れ ま し た 。　 日 本 の 平 和 と 生 活 を 守 る た め に は 、 ま ず 、 平和 外 交 に 徹 し 、 必 要 最 低 限 の 防 衛 力 を も っ て 抑止 力 と し 、 備 え る べ き は 備 え な け れ ば な ら な いと 思 い ま す 。　 し か し 、 悪 い こ と だ け で は な く 、 五 年 に 一 度

開 催 さ れ る 「 全 国 和 牛 能 力 共 進 会 」 が 十 月 に 鹿児 島 県 で 開 催 さ れ 、 わ が 県

は

”和 牛 日 本 一

“
の

栄 冠 に 輝 き 、 和 牛 の 育 成 を 目 指 す 若 い 後 継 者 が育 っ て き て い ま す 。　 ま た 、 Ｆ Ｉ Ｆ Ａ ワ ー ル ド カ ッ プ 2 0 2 2 カ ター ル 大 会 で は 、 日 本 代 表 は ベ ス ト ８ の 高 い 壁 は越 え ら れ な か っ た も の の 、 若 い 選 手 が 中 心 と なっ て 活 躍 し 、 強 豪 の ド イ ツ と ス ペ イ ン を 破 っ て決 勝 ト ー ナ メ ン ト に 進 出 し 、 2 0 2 2 年 の 締 めく く り に ふ さ わ し い 結 果 と な り ま し た 。　 こ と し は 、 鹿 児 島 県 で は 、 十 月 に 燃 ゆ る 感 動か ご し ま 国 体 「 特 別 国 民 体 育 大 会 」 が 開 催 さ れま す 。 1 9 7 2 （ 昭 和 四 十 七 ） 年 の 第 二 十 七 回国 民 体 育 大 会 （ 太 陽 国 体 ） 以 来 、 五 十 一 年 ぶ りと な り ま す 。 併 せ て 、 燃 ゆ る 感 動 か ご し ま 大 会「 特 別 全 国 障 害 者 ス ポ ー ツ 大 会 」 も 開 催 さ れ ま す 。　 そ れ ぞ れ の 大 会 が 、 県 民 は も と よ り 、 来 鹿 され る 全 国 の 皆 様 に と っ て も 素 晴 ら し い 思 い 出 に残 る 大 会 と な る よ う 期 待 し て お り ま す 。　 今 年 一 年 皆 様 方 に と り ま し て 素 晴 ら し い 年 とな り ま す よ う に ご 祈 念 申 し 上 げ ま す 。

議 会 質 問

T E L ・F A X  ( 0 9 9 4) 3 2- 5 7 5 1

垂 水 市 田 神 5 9- 5

討 議 資 料

「 鹿 児 島 に 生 ま れ て よ か

っ
た
」と

思 え る 施 策 を 皆 様 方 と と も に力 強 く 展 開 し て ま い り ま す 。

令 和 4 年 1 2 月 1 7 日 、 自 由 民 主 党
総 裁 岸 田 文 雄 氏 よ り 県 議 会 議 員
選 挙 候 補 者 と し て 自 由 民 主 党
公 認 證 を い た だ き ま し た 。

硫 黄 島 を 背 景 に硫 黄 島 を 背 景 に硫 黄 岳 　 砂 防 ダ ム硫 黄 岳 　 砂 防 ダ ム

み し ま 焼 酎 無 垢 の 蔵み し ま 焼 酎 無 垢 の 蔵

硫 黄 島 駐 在 所硫 黄 島 駐 在 所

地 域 リ ー ダ ー と の 意 見 交 換地 域 リ ー ダ ー と の 意 見 交 換

垂 水 市 桜 島 火 山 爆 発 総 合 防 災訓 練  （ 令 和 4 年

1 1月

2 3日 ）  に 参 加

森 山 自 民 党 県 連 会 長 と

野 村 農 林 水 産 大 臣 と 共 に

森 山 自 民 党 県 連 会 長 と

野 村 農 林 水 産 大 臣 と 共 に

薩 摩 硫 黄 島 飛 行 場薩 摩 硫 黄 島 飛 行 場

堀 之 内 さ ん の 豊 か な 政 治 経 験 と 人 柄 に 期 待 を し 、
私 も 応 援 い た し ま す 。

大 山 村 長 と 共 に大 山 村 長 と 共 に

め ん ど んめ ん ど ん

ジ ャ ン べ ス ク ー ルジ ャ ン べ ス ク ー ル

お に ど んお に ど ん

大 隅 は 、 ひ と つ 正  々  堂  々



堀 之 内 よ し ひ ら  県 議 会 報 告 堀 之 内 よ し ひ ら  県 議 会 報 告

令 和 4 年 第 4 回 （ 1 2 月 ） 定 例 会 　 （ 令 和 ４ 年 1 2 月 ６ 日 に 一 般 質 問 を 行 い ま し た 。 ）

旧 統 一 教 会 問 題 に つ い て

我 が 国 を 取 り 巻 く 安 全 保 障 環 境 に つ い て 北 方 領 土 問 題 に つ い て

令 和 4 年 第 4 回 （ 1 2 月 ） 定 例 会 　 （ 令 和 ４ 年 1 2 月 ６ 日 に 一 般 質 問 を 行 い ま し た 。 ）

堀 之 内 よ し ひ ら は や り ま す堀 之 内 よ し ひ ら は や り ま すや り ま すや り ま すや り ま すや り ま すや り ま すや り ま す ！！

継 続 こ そ継 続 こ そ 力力力 ！！

● 知 事 の 政 治 姿 勢 に つ い て ●
大 隅 半 島 の 道 路

交 通 整 備 に つ い て
錦 江 湾 横 断 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク に つ い て 大 隅 半 島 を 横 断 す る 道 路 構 想 （ 高 隈 ト

ン ネ ル ） に つ い て の 県 の 認 識 等 に つ い て

平 成 1 5 年 の 初 当 選 か ら 2 0 年 の 間 、 堀 之 内 よ し

ひ ら は 2 4 回 の 議 会 質 問 を は じ め 、 常 任 委 員 会 や

議 会 外 で の 活 動 な ど を 通 じ 、 政 策 実 現 や 地 域 の

課 題 解 決 に 一 生 懸 命 取 り 組 み ま し た 。

こ れ ま で も 、 そ し て 、 こ れ か ら もこ れ ま で も 、 そ し て 、 こ れ か ら も ま じ め に 　 一 生 け ん め いま じ め に 　 一 生 け ん め い

和 牛 共 進 会
祝

全 国 和 牛 能 力 共 進 会和 牛 、  日 本 一

！

国 道 5 0 4 号 の 鹿 屋 市 内 に お け る
　 　 　 　    整 備 状 況 等 に つ い て

県 道 垂 水 南 之 郷 線 の 整 備 状 況 に つ い て

一 般 質 問 一 般 質 問

（ 知 事 答 弁 ）

Ａ ． ロ シ ア に よ る ウ ク ラ イ ナ 侵 略 や 、 中 国 に よ る 台 湾 周 辺 で の 大 規

模 な 軍 事 演 習 、 北 朝 鮮 に よ る 度 重 な る ミ サ イ ル 発 射 な ど 、 安 全 保 障

環 境 が 一 段 と 厳 し さ を 増 す 中 に あ っ て 、 我 が 国 の 安 全 と 平 和 を 守 る

た め に は 、 必 要 最 低 限 の 防 衛 力 を 整 備 す る と と も に 、 ア メ リ カ と の

安 全 保 障 体 制 に よ り 我 が 国 の 安 全 を 確 保 す る こ と は 、 基 本 的 に 必 要

で あ る と 考 え る 。

　 本 県 は 、 南 西 諸 島 に 多 く の 離 島 を 有 し て お り 、 軍 事 衝 突 の 危 機 を

め ぐ る 問 題 に つ い て は 、 政 府 に お い て 、 外 交 努 力 に よ り 平 和 的 な 解

決 が 図 ら れ る よ う 、 努 め て い た だ く 必 要 が あ る と 考 え る 。

　 い わ ゆ る 反 撃 能 力 に つ い て は 、 国 に お い て は 、 「 国 民 の 命 や 暮 ら

し を 守 る た め に 十 分 な 備 え が で き て い る の か ど う か と い う 問 題 意 識

の 下 で 、 い わ ゆ る 反 撃 能 力 も 含 め 、 あ ら ゆ る 選 択 肢 を 排 除 せ ず 、 現

実 的 に 検 討 す る 。 」 と し て い る 。

　 県 と し て は 、 国 は 、 防 衛 ・ 安 全 保 障 政 策 を 進 め る に 当 た っ て は 、

住 民 の 間 に 不 安 や 懸 念 を 生 じ る こ と が な い よ う 、 十 分 な 説 明 責 任 を

果 た す 必 要 が あ る と 考 え る 。

Ｑ ． ロ シ ア の ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 は 、 私 た ち の 生 活 に も 深 刻 な 影 響 を 及

ぼ し て お り 、 原 油 、 天 然 ガ ス 価 格 の 上 昇 に よ る エ ネ ル ギ ー 価 格 の 高

騰 に 加 え 、 世 界 の 供 給 量 の 2 9 ％ を 占 め る 小 麦 や ト ウ モ ロ コ シ な ど

の 穀 物 を は じ め と し た 食 料 価 格 の 急 騰 を 招 い て い る 。 ま た 、 中 国 に

目 を 転 じ る と 、 台 湾 周 辺 や 我 が 国 の 領 土 で あ る 尖 閣 諸 島 近 海 で の 不

穏 な 動 き が 続 い て お り 、 台 湾 有 事 は い つ 起 き て も お か し く な い 段 階

に 来 て い る 。 尖 閣 諸 島 を め ぐ っ て も 、 中 国 公 船 の 領 海 侵 入 は 常 態 化

し て お り 、 先 月 に も 中 国 海 警 局 の 艦 艇 ４ 隻 が 相 次 い で 侵 入 、 そ の う

ち １ 隻 は 今 ま で に な い 7 6 ミ リ 砲 を 搭 載 し て い る と 報 じ ら れ た 。 東

シ ナ 海 を 挟 ん で 中 国 と 向 き 合 う 本 県 に と っ て 、 決 し て 枕 を 高 く し て

眠 る こ と が で き な い 状 態 で あ る 。 さ ら に 、 ロ シ ア 、 中 国 と 国 境 を 接

す る 北 朝 鮮 の 動 向 も 我 が 国 の 安 全 保 障 を 論 ず る 上 で 避 け て 通 れ な い 。

防 衛 、 安 全 保 障 政 策 が 国 の 専 管 事 項 で あ る こ と は 重 々 承 知 し て い る

が 、 ロ シ ア 、 中 国 及 び 北 朝 鮮 と い う 諸 外 国 の 脅 威 に つ い て ど の よ う

に 認 識 さ れ て い る か 、 知 事 の 考 え を お 示 し 頂 き た い 。

（ 知 事 答 弁 ）

Ａ ． 私 と し て は 、 ウ ク ラ イ ナ の 平 和 と 安 全 は も ち ろ ん の こ と 、 日 本

国 民 の 長 年 の 悲 願 で も あ る 北 方 領 土 返 還 実 現 の た め に も 、 即 時 に ロ

シ ア 軍 が 撤 退 す る こ と に よ り 戦 争 が 終 結 し 、 日 露 間 に 外 交 交 渉 が 、

一 日 も 早 く 正 常 化 す る こ と を 強 く 願 っ て い る 。

（ 知 事 答 弁 ）

Ａ ． 令 和 3 年 度 に は 、 同 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備 に よ り 、 交 流 人 口 の 拡

大 、 物 流 の 利 便 性 の 向 上 、 大 隅 半 島 か ら の 救 急 搬 送 時 間 の 短 縮 等 が

期 待 さ れ る こ と か ら 、 か ご し ま 新 広 域 道 路 交 通 ビ ジ ョ ン 及 び 計 画 に

お い て 、 将 来 、 高 規 格 道 路 も し く は 一 般 広 域 道 路 と し て の 役 割 が 期

待 さ れ る も の の 、 現 時 点 で 、 路 線 の 起 点 や 終 点 を 含 め 、 具 体 的 な ル

ー ト な ど が 決 ま っ て い な い 道 路 で あ る 構 想 路 線 と し て 位 置 づ け た と

こ ろ で あ る 。

　 私 と し て は 、 半 島 間 の 往 来 の 程 度 、 経 済 的 効 果 、 事 業 の 採 算 性 、

国 の 協 力 方 針 、 関 係 自 治 体 や 県 民 の 意 向 、 県 議 会 で の 御 論 議 等 を 踏

ま え 、 引 き 続 き 、 総 合 的 に 検 討 し て い く 必 要 が あ る と 考 え る 。

Ｑ ． 錦 江 湾 横 断 道 路 は 、 交 通 の 利 便 性 向 上 や 生 活 圏 の 拡 大 、 観 光 資

源 と し て の 活 用 の み な ら ず 、 激 甚 化 傾 向 に あ る 自 然 災 害 へ の 対 応 や 、

救 急 医 療 体 制 の 確 保 な ど 、 大 隅 半 島 に 暮 ら す 人 々 の 命 と 暮 ら し を 支

え る 大 動 脈 で あ り 、 個 人 的 に は 天 草 架 橋 よ り 優 先 度 は 高 い の で は な

い か と 考 え る 。 そ こ で 、 平 成 3 0 年 度 に 調 査 費 が 計 上 さ れ て か ら 現

在 に 至 る ま で 、 ど の よ う な 検 討 が な さ れ て 、 現 状 で は ど の よ う な 取

り 扱 い と な っ て い る の か 、 お 示 し 頂 き た い 。

Ｑ ． 大 隅 総 合 開 発 期 成 会 で は 、 1 4 年 前 か ら 最 重 要 課 題 と し て 位 置

づ け 、 こ の 事 業 の 新 規 採 択 を 図 る こ と を 要 望 し て い る が 、 私 が 平 成

3 0 年 ９ 月 議 会 で 取 り 上 げ た 後 、 議 論 に 上 る こ と な く ４ 年 が 過 ぎ て

い る 。 こ こ は ま ず 広 域 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク に 位 置 付 け て 、 実 現 に 向 け た

第 一 歩 を 踏 み 出 す べ き だ と 考 え る が 、 県 の 考 え 方 を お 示 し 頂 き た い 。

Ｑ ． 昨 年 度 よ り 大 野 原 工 区 と し て よ う や く 着 手 さ れ 、 本 年 度 は

3 0 0 0 万 円 余 り の 予 算 が 調 査 費 と し て 計 上 さ れ た と 認 識 し て い る 。

そ こ で 、 大 野 原 工 区 に お け る 整 備 の 進 歩 状 況 と 、 今 後 の 整 備 計 画 に

つ い て お 示 し 頂 き た い 。

（ 土 木 部 長 兼 本 港 区 ま ち づ く り 総 括 官 答 弁 ）

Ａ ． 大 隅 半 島 を 垂 水 か ら 鹿 屋 串 良 ジ ャ ン ク シ ョ ン に 向 け て 横 断 す る

道 路 構 想 に つ い て は 、 こ れ ま で も 地 元 か ら 整 備 の 要 望 が あ り 、 ま た 、

昨 年 度 実 施 し た 「 か ご し ま 新 広 域 道 路 交 通 計 画 」 の 策 定 に 伴 う パ ブ

リ ッ ク コ メ ン ト に お い て は 、 同 構 想 に 関 す る コ メ ン ト が 1 6 件 寄 せ

ら れ た 。

　 現 在 、 大 隅 地 域 に お い て は 、 東 九 州 自 動 車 道 や 大 隅 縦 貫 道 、 都 城

志 布 志 道 路 な ど 本 県 の 骨 格 と な る 道 路 を は じ め 、 国 道 2 2 0 号 や 国

道 5 0 4 号 等 に お い て 整 備 を 進 め て い る と こ ろ で あ る 。 御 要 望 の 構

想 に つ い て は 、 標 高 千 メ ー ト ル を 超 え る 高 隈 山 系 を 貫 く ト ン ネ ル の

整 備 が 必 要 と な る な ど 、 大 規 模 な 事 業 と な り 、 多 額 の 事 業 費 が 見 込

ま れ る こ と か ら 、 多 く の 検 討 す べ き 課 題 が あ る と 考 え る 。

（ 土 木 部 長 兼 本 港 区 ま ち づ く り 総 括 官 答 弁 ）

Ａ ． 本 路 線 の う ち 、 垂 水 市 大 野 原 地 区 に お い て は 、 幅 員 が 狭 く 、 線

形 不 良 で 見 通 し の 悪 い 約 1. 3 キ ロ メ ー ト ル の 区 間 に つ い て 、 昨 年 度

か ら 大 野 原 工 区 と し て 事 業 に 着 手 し 、 現 在 、 測 量 設 計 を 進 め て い る

と こ ろ で あ る 。 本 工 区 に つ い て は 、 地 形 が 急 峻 で 高 低 差 が あ り 、 道

路 の 構 造 検 討 が 必 要 な こ と や 、 道 路 の 周 辺 に 国 有 林 が あ り 、 関 係 機

関 と の 調 整 が 必 要 な こ と な ど の 課 題 が あ る が 、 地 元 の 御 理 解 を い た

だ き な が ら 、 着 実 な 整 備 に 努 め て ま い り た い 。

Ｑ ． 国 道 5 0 4 号 は 、 鹿 児 島 空 港 へ の ア ク セ ス 道 路 と し て 、 大 隅 半 島

を 縦 断 す る 重 要 な 幹 線 道 路 で あ る 。 ６ 項 目 が 要 望 書 に 上 が っ て い る

が 、 鹿 屋 市 に 関 す る ３ 項 目 、 鹿 屋 市 吉 ケ 別 府 地 区 の 早 期 完 成 、 輝 北

町 市 成 地 区 の 歩 道 整 備 、 祓 川 バ イ パ ス の 整 備 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 整

備 の ス ケ ジ ュ ー ル な ど 、 見 通 し を お 示 し 頂 き た い 。

（ 土 木 部 長 兼 本 港 区 ま ち づ く り 総 括 官 答 弁 ）

Ａ ． 大 隅 地 域 か ら 空 港 へ の ア ク セ ス 道 路 と し て 重 要 な 道 路 で あ り 、

鹿 屋 市 内 に お い て は 、 現 在 3 箇 所 の 道 路 整 備 を 行 っ て い る 。 こ の う

ち 、 祓 川 地 区 に つ い て は 、 歩 道 が 狭 く 見 通 し の 悪 い カ ー ブ が 連 続 す

る こ と か ら 、 本 年 度 か ら 祓 川 バ イ パ ス と し て 事 業 に 着 手 し 、 現 在 、

測 量 設 計 を 実 施 し て お り 、 今 後 、 用 地 買 収 を 進 め る こ と と し て い る 。

　 吉 ケ 別 府 地 区 の 7 0 0 メ ー ト ル 区 間 に つ い て は 、 急 カ ー ブ が 連 続

す る こ と か ら 、 平 成 2 5 年 か ら 吉 ケ 別 府 拡 幅 と し て 事 業 に 着 手 し 、

現 在 、 改 良 工 事 を 行 っ て お り 、 引 き 続 き 、 改 良 工 事 を 進 め る こ と に

し て い る 。 ま た 、 輝 北 町 の 市 成 地 区 の 歩 道 整 備 に つ い て は 、 令 和 元

年 度 に 事 業 着 手 し 、 現 在 、 来 年 度 工 事 着 手 に 向 け 、 用 地 買 収 を 進 め

て い る と と こ ろ で あ る 。 今 後 と も 本 路 線 の 着 実 な 整 備 に 努 め て ま い

り た い 。

Ｑ ． ロ シ ア の ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 後 、 プ ー チ ン 大 統 領 は 、 ロ シ ア が 不 法

占 拠 す る 北 方 領 土 を 含 む ク リ ー ル 諸 島 に 進 出 す る 国 内 外 の 選 出 企 業

を 対 象 に 、 所 得 税 な ど の 各 種 税 金 を 原 則 的 に 2 0 年 間 免 除 す る 法 案

に 署 名 し 発 効 さ せ た 。 こ う し て ロ シ ア の ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 は 、 日 露 関

係 の さ ら な る 悪 化 を 招 き 、 従 来 か ら の 懸 案 に も 深 い 影 を 落 と し て お

り 、 最 近 返 還 を め ぐ る 動 き が 止 ま っ て い る と 言 わ ざ る を 得 な い 現 状

に つ い て 、 知 事 は ど の よ う に 見 て お ら れ る の か 、 見 解 を お 示 し い た

だ き た い 。

Ｑ ． ７ 月 ８ 日 に 安 倍 元 首 相 が 凶 弾 に 倒 れ た 。 逮 捕 さ れ た 容 疑 者 は 、

母 親 が 旧 統 一 教 会 に 入 信 し た こ と で 家 庭 生 活 が 破 綻 、 当 該 団 体 へ の

恨 み を 募 ら せ た こ と が 元 首 相 銃 撃 に つ な が っ た 旨 の 供 述 を し た 。 宗

教 法 人 の 解 散 命 令 並 び に 被 害 者 救 済 新 法 案 に つ い て 、 国 会 で 現 在 審

議 中 だ が 、 こ の 問 題 や 審 議 の 状 況 に つ い て 知 事 は ど の よ う に 認 識 さ

れ て お ら れ る の か 、 お 聞 か せ 頂 き た い 。

（ 知 事 答 弁 ）

Ａ ． 世 界 平 和 統 一 家 庭 連 合 、 い わ ゆ る 旧 統 一 教 会 の 問 題 に つ い て は 、

悪 質 な 献 金 な ど 社 会 的 に 様 々 な 問 題 が 指 摘 さ れ て お り 、 悪 質 な 献 金

等 の 被 害 者 救 済 と 再 発 防 止 は 重 要 な 課 題 で あ る と 認 識 し て い る 。

　 同 法 人 に 対 す る 宗 教 法 人 法 上 の 解 散 命 令 に つ い て は 、 文 部 科 学 省

に お い て 、 1 1 月 2 2 日 に 同 法 人 に 対 す る 質 問 権 が 行 使 さ れ 、 1 2 月

9 日 を 期 限 に 報 告 を 求 め る こ と と さ れ て い る と 承 知 し て い る 。

　 同 法 人 に 対 す る 解 散 命 令 の 請 求 の 可 否 に つ い て は 、 宗 教 法 人 法 上 、

同 法 人 を 所 轄 す る 文 部 科 学 省 に お い て 判 断 さ れ る べ き 事 項 と 考 え て

い る 。

肝 属 地 区 駅 伝 運 営 協 議 会 （ R 5. 1. 1 3 開 催 ） に 会 長 と し て 出 席

R 5. 1. 1 8 　 県 庁 に て
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